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グレード、テンプレート、計算式の検証

STEP 5

グレード・テンプレート・計算式の検証

実際にウォークインホーム・プラスで入力し

た物件を取り込み連動検証をしていきます。

ウォークインホーム・プラスで入力したデー

タを連動させます。

■ウォークインホーム・プラスでの操作

平面入力画面より、 1 「ツール」→ 2 「積

算数量一括出力」をクリックします。

「積算数量を一括出力しますか？」→ 3「OK」

「出力ファイルをパックしますか？」→ 4「い

いえ」

※自動出力をする場合は、ツールバー→「カ

ンタン見積計画小アイコン」をクリックしま

す。

※ウォークインホーム・プラス

　（スタンダード）ユーザーは

　「ツール」→「積算数量確認」→

　「ファイルに出力」→「積算数量ファイル

　の保存」→「OK」で出力できます。

5 「ファイル」→ 6 「エクスポート」→
7 「 エ ク ス ポ ー ト（DTX）」 → 8 「 保 存 」

をクリックします。

保存先・ファイルの種類は変えずに保存しま

す。

ウォークインホーム ・ プラスから取り込み
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■カンタン見積計画での操作

【見積作成画面】より　 「取り込み」→「Walk 

in home」をクリックします。

作成した　 「グレード」を選択します。

11 「建具品名で取り込む」場合はチェック

します。
11 「建具マトリクスで取り込む」場合は

チェックし、

内部建具と外部建具でそれぞれ
12 「メーカー」と「商品」を選択後、
13 「取り込み」をクリックします。

ウォークインホーム・プラスで出力した
14 「********.dtx」をクリック→ 15 「開く」

を選択します。

データが取り込まれると、

明細項目欄に工事明細が表示されます。

ウォークインホーム・プラスで積算した数量

が連動し、「数量」欄に表示されます。
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画面右上に全体金額と工事ごとの工事金額が

表示されます。

全体金額には、あらかじめ設定された諸経費

が加算されています。

※数量 0 の明細項目が含まれる場合に、

　「工事・部屋・業種・発注先」の各項目が

　　オレンジ色で表示されます。

実際に物件を取り込み、設定不備や拾い漏れ

がないか確認します。

修正・確認が終わったら運用の段階に進みま

す。

【見積作成画面】にて「WIH 引当式」を変更

しても数量が以前の状態なので、再度引き当

てる必要があります。

変更した工事明細の上で右クリックし、

「数量再引き当て」を選択します。

この作業を行うことでウォークインホーム・

プラスのデータを再取り込みせずに、引当式

の確認ができます。

1-9

   POINT

＜数量再引き当て＞


